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ガバナーメッセージ

会員増強・ロータリー情報委員会セミナー　7月17日

委員長　江花　祥雄
（猪苗代 RC）

会員増強・ロータリー情報
委員会

米山記念奨学生卓話研修会　7月11日

委員長　竹下　真紀子
（いわき桜 RC）

米山記念奨学生卓話研修会
推進委員会

国際ロータリー第2530地区
2021-22年度ガバナー

志　賀　利　彦
　今年度のガバナー公式訪問は、７月８日、当地区
に於いて最も古い歴史を有する郡山RC（福島佳之
会長）を皮切りにスタートいたしました。新型コロナウ
イルス感染症の拡大により、各分区とも厳しい制約
の下ではありましたが、各クラブの皆様には極めて
温かく、賑やかに、心のこもった雰囲気をもって迎え
て下さり、深い感動を覚えつつ、８月20日現在、17ク
ラブの公式訪問を行うことが出来ました。
　『会員の個性を尊重し、和の心を以って親睦を図
りたい』　『例会は自分を磨く社会勉強、多くの魅力
ある方たちと知り合い、成長することが出来る自己
研鑽啓蒙の場、例会が楽しく運営されれば、出席率
が向上し、会員拡大につながる』　『会員数90名中
女性会員13名の先進的なクラブがあり、例会場正
面のステージに、新会員の名前等を大書し、入会を
注目し、祝福し、歓迎しているクラブ』　『友情を育
み、ロータリーを楽しもう』　『温故知新　異世代交
流を深めよう』　『ロータリー賞にチャレンジし、受賞
しよう。クラブのIT化を進めよう』　『リアルとオンラ
イン併用で例会を開催しているクラブ』　『ロータリ
ーの理念や価値観また年次計画の方針等を共有し、
会員全員が目標の進捗状況を掌握する』　等々、各
クラブの皆様からロータリアンならではの建設的な
ご意見を頂戴し、また永年の営々たるご努力の歴史
と会長・幹事さんを筆頭とする会員各位のロータリ
ーへの熱い思いを実感し感銘深いものがございまし
た。

　そして８月は誠に嬉しいことがございました。私達
RI第2530地区会員一同が等しく敬愛するパストガ
バナー阿久津　肇先生（福島ロータリークラブ）が、
ロータリアンにとって最高の栄誉、一生に一度の名
誉である超我の奉仕賞を授与され、８月21日その授
与式が福島市で盛大に開催されました。郡山クラブ
が東北最初のロータリークラブとして昭和１１年に
設立され、爾来RI第2530地区は８５年に及ぶ輝か
しい歴史を刻んで参りましたが、その間、この賞を授
与されたのは、田中善六先生（福島RC）、佐原　元
先生（喜多方RC）に次いで僅か３人のみであります。
稀有なる栄誉に浴された阿久津先生の永きに亘る
ご功績に心からの敬意を表し、併せて、阿久津先生
の幾久しい健康長寿を祈念する次第であります。
　シェカール・メータRI会長は、『Each　One　
Bring　One』（みんなが一人を入会させよう）とい
うスローガンを掲げ、全世界に向かって訴えておら
れます。前年度当地区は、目標には及びませんでし
たが、全国３４地区の中で、会員数が増加した数少
ない地区として注目され、トップクラスの成績となり
ました。今回訪問させていただきました郡山安積RC
（根本克則前年度会長）は前年度会員数純増12名
という地区内第一位の増強実績を達成し、全国でも
注目される成果を挙げました。また地区内の女性会
長、女性会員増強委員長を擁したクラブも地区内上
位の好成績を挙げておられます。会員増強は会長・
幹事・増強委員長が本気になれば必ず目標の達成
は出来ることを如実に証明しております。　
『意のあるところ、道あり』
　コロナ禍の蔓延という厳しい事態ですが、ガバナ
ー月信７月号冒頭のご挨拶に述べさせて頂きました
RI会長の各分野における方針を基本とし、地区内
ロータリアンの爽やかな友情を育み、皆様と率直に
意見を交換し、ご提案も賜りながら、目標達成に向
かって勇往邁進したいと強く願っております。

　2021年7月17日（土）午前10時より会員増強・
ロータリー情報委員会主催のセミナーがオンライ
ン上で開催されました、総出席者91名の会員の皆
様とともに会員増強の必要性を再認識する時間を
共用出来たのではと感じています。セミナーは志賀
ガバナーのご挨拶後、佐藤正道ガバナーエレクト
よりご挨拶、会員増強担当相談役石黒直前ガバナ
ーよりご挨拶と現在までの取組のお話を戴きまし
て、芳賀裕研修リーダーから、今開催の研修セミナ
ーの重要性とその取組に関してのお話がありまし
た。セミナー本題にうつり、2021-22年度（会員増
強・拡大）地区目標について志賀ガバナーからお

話があり、続いて会員増強・ロータリー情報委員会
の運営方針について、江花祥雄委員長より説明が
なされ、次に比佐副委員長から会員増強・拡大の
方策（事例等）について、興味のある話がなされま
した。その後、会員増強・拡大の取組として福舛小
委員長のデーターに基づく会員増強のお話を戴
き、会員の皆さまが興味深く聞き入っておりまし
た。続いて、ロータリー情報委員会 伊庭正寿小委
員長より、会員の皆様へ広くロータリー情報の提
供を推進したい旨の小委員会の方針が示され、質
疑応答を募ったところ、会津若松中央RC 坂田秀
俊様より出席率報告についてご質問がありまし
た。会員増強も大変大事ですが、会員が毎例会の
出席を励行しなければ、クラブそのものが弱体化
してしまいます。この質問の返答は、とても深いお
話の返答でありました。「志賀ガバナー談話」
（2021年7月18日付）として送付返答されておりま
すので是非、ご一読下さい。志賀ガバナー事務所
へ送付依頼（メ―ル）で可能です。

いわき市のサカナ各月12種の美味のご紹介
９月：サケ
　　　●４、５年海で過ごしたサケは、秋から冬に接岸する。沖合で
　　　　銀白色したものはギンケと呼ばれ高値で取引される。河口付
　　　　近で逡巡している間に、銀色から、ブナの木肌に似た体色に
　　　　変化するのでブナケと呼ばれる。薄いブナケの頃が味はむし
　　　　ろ良いという。
　画：（公財）ふくしま海洋科学館・アクアマリンふくしま　
　　　名誉館長　安部義孝（元いわき小名浜RC）

　卓話研修会の意義は、米山梅吉翁の功績を
しっかり受け継ぐこと、そしてその想いをつなぐ
ことにあります。
　今回の卓話研修での成果を披露することに
より、多くのロータリアンにこの事業を理解して
いただき、日本に勉強や研究に来ている外国人
を支援する日本独自のシステムを支援していた
だくことにあります。
　2021－22年度に選ばれた奨学生、継続の奨
学生、カウンセラー、米山の地区委員、志賀利
彦ガバナー、鈴木邦典パストガバナー、渡邊公
平パストガバナー、そして地区研修リーダーの
芳賀裕パストガバナーのご参加をいただきまし

て、無事に卓話研修会を行うことができました。
　残念ながらリアルでの開催が難しい状況でし
た。しかし、奨学生一人一人の自己紹介では近
況を報告していただき、皆さんが頑張っている
のを確認出来たこと大変嬉しく思いました。そ
して、継続奨学生3名のモデル卓話では、パワ
ーポイントを駆使し、いままでの卓話の経験や
伝えたいポイントをしっかり押さえた素晴らし
い内容を披露していただくことができました。
世界で最も難しく美しい言語の一つである日本
語をしっかりマスターしていることに感動しまし
た。
　今回学んだことを活用していきましょう。
　各クラブの米山委員の皆様、奨学生との出会
いのセッティングをお願いします。
　きっと皆様のクラブの活力になると思います。
　そして皆様とともに、国際ロータリーとしての
活動を邁進して参りましょう。
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オンラインＲＬＩ第3期パートⅢ　7月24日

委員長　佐藤　榮朗
（会津若松西 RC）

RLI委員会

地区ロータリー財団セミナー　7月25日

委員長　田久　昌次郎
（いわき平中央 RC）

ロータリー財団委員会

米山記念奨学会カウンセラー研修会　８月7日

委員長　渡邊　英世
（福島中央 RC）

地区米山記念奨学会
学友委員会

クラブ研修リーダーセミナー　7月18日

　7月24日㈯にRLI委員会「オンラインRLI
第３期パートⅢ」が開催されました。これで
石黒年度のRLI第３期パートⅠ、パートⅡ、
パートⅢが終了致しました。コロナ禍の影響
で、リアルでの開催ではなくオンラインの開
催が続いております。今回開催の参加者は
47名でした。他地区からの参加者が１名の
方がいらっしゃいました。今回パートⅢの開
催で、30名の方が卒業されました。大変お
めでとうございました。９月からは、志賀年
度の第4期がスタートします。2021年９月
23日㈭パートⅠ、2022年３月27日㈰パート

Ⅱ、2022年５月８日㈰パートⅢ、年度内で
パートⅢまで終了するように進めています。
RLIは、従来のセミナーのような講義型のス
タイルではありません。１チーム10名くら
いのメンバーで、自由に意見を出し合って討
議するスタイルになっています。ご自分のロ
ータリーについての考えや、今まで経験して
きたこと、ロータリーの思いなどを自由に話
していただく場所です。自分の思いを話し、
他の人のロータリーについてのお考えを聞く
ことができます。この自由な話し合いの場所
がRLIです。間もなく、パートⅠの募集が始
まりますが、今までの募集は会長エレクト、
次年度幹事の方々でしたが、今回の募集から
は、ロータリーに関心のある方、新会員の
方々も募集しますので、多くの皆さんの参加
をお願い致します。

　去る7月25日、志賀利彦ガバナーをはじめ地
区役員の皆さまとクラブより約70名の参加者を
得て、標記セミナーをZoom Meetingsにて開
催をいたしました。
当委員会セミナーでは、オンライン会議システ
ムを用いるのは初めてで多少のトラブルもあり
ましたが、オンライン支援委員会の全面的なサ
ポートにより大過なく実施することが出来まし
た。鈴木雅之委員長以下、支援委員会の皆さま
にお礼を申し上げます。
　第1部では、地区財団委員会・前委員長
（DRFC）の早川敬介様に「ロータリー財団活
動に期待して！」と題し、動画等を使い地区内

の奉仕実践を取り入れながら個別・具体的な財
団活動の説明が行われました。クラブ参加者は
もとより、当委員会においても共有すべき内容
が豊富に含まれており、財団活動を再認識いた
しました。
　第2部では、プロジェクト事例報告と各委員
長からのお願い事項を伝達いたしました。事例
報告は喜多方中央RC　佐藤周一郎様より「知
識の泉プロジェクト」、福島RC　右近八郎様
から「地区補助金活用事例について」の２題を
お話し戴きました。また、委員会からは多くの
ことを説明いたしましたので、一部消化不良が
あったかと思い、反省しております。その中で、
COVID-19の影響から9月30日までは「補助金
を用いた国内外の旅行経費は認められない」と
お伝えしましたが、その後、期日が本年12月
31日まで延長されています。プロジェクト実施
には難しい局面が続きますが、ロータリアンの
皆さまの創意工夫により「奉仕の理想」実現に
ご尽力ください。

　8月7日（土）、米山記念奨学会カウンセラー研修
会が行われました。例年ですと、カウンセラーが一堂
に会し研修会を行いますがコロナ禍のためにZoom
開催となりました。
　最初に武島昭良委員長が、公益財団法人米山記
念奨学会で作成したパワーポイントの資料を使い、
カウンセラーについての説明を行いました。
　その後カウンセラー経験者２名から体験事例報
告がありました。最初に米山記念奨学委員会推進
委員会の竹下真紀子委員長（いわき桜ＲＣ）が、「カ
ウンセラー時代に心がけた事」と題して、今までに4
名の奨学生のカウンセラーを引き受けたが、「クラブ

との交流」「日本文化との交流」「奨学生本人の将
来（教育面、生活面）」を心がけたという報告をしま
した。次に「カウンセラーを体験して」と題して、米山
記念奨学会学友委員会チンタカ・クマーラ委員（福
島グローバルＲＣ）から、ご自身の奨学生としての
様々な経験も踏まえての報告がありました。
　カウンセラーとの意見交換では、「奨学生を受け
入れて良かったと思うこと」「奨学生を受け入れて、
これはどうなんだろう？と感じる問題点」「奨学生に
ロータリー活動を深く理解してもらうためにしている
こと」「奨学生に～日本と母国の架け橋となる～とい
う気持ちを継続してもらうためにできること」につい
てカウンセラーの皆様と様々な意見交換が行われま
した。
　最後に渡邉公平PG、酒井善盛PG、芳賀裕地区
研修リーダーから総評を頂き、志賀利彦ガバナーの
閉会点鐘で研修会を終了しました。ご参加いただい
た皆様、ありがとうございました。

　７月18日㈰にＺoom形式により開催されたセミナ
ーには89名の参加を得、第一部はRI研修リーダーの
四宮孝郎氏（大阪西南RC）による「今、ロータリーに
求められる研修」と題してビデオ講義を受け、「ロータ
リーに求められているニーズの把握」、「クラブ運営の
工夫」、「クラブ研修のリソースはマイロータリーの
中」、「なぜロータリアンであり続けるのか」、「こうな
るのだと言うクラブのビジョン作り」、「魅力ある、元
気のある、個性あるクラブ作り」、「夢を語りましょう。
夢を語れば何かが開ける」等、今後のロータリー活動
のキーワードとなる話をお聞きし、代表として会津若
松城南RC山田哲史さん、いわき桜RC伊藤繁美さん、
福島中央RC鈴木和夫さんらによる活動の問題点等
の質疑に対し、特策は無く、例えば炉辺会合の活用、

硬直化した人事の一新、世界基準のマイロータリーを
自分達の運営に即した形での活用等、ヒントを多く頂
いた。第2部に於いては、佐藤榮郎地区ＲＬＩ委員長
によるＲＬＩについて、小グループに分かれロータリー
に関し忌憚なく発言し合う事で、クラブの問題点やそ
の共有、解決への糸口、共同体意識の発展等、その必
要性や構成の説明が有り、多くの会員参加の呼掛け
がなされた。第三部は全員が８グループに分かれ、Ｒ
ＬＩ同様仕切役ＤＬ（ディスカッションリーダー）によ
り、自分のクラブの現状や問題を発言し有ったが、一
方的な聴講型のセミナーではなく、他クラブの問題や
その解決策を聞く等、自分のクラブ会員以外の方達と
の意見交換は、即効性が有る訳ではないが、多くの意
見を聞くことにより今後光明の糸口をつかむのに必ず
役立つと考える。３時間弱のセミナーは密度の濃いも
のとなり、参加者が各クラブに於いてセミナーの主旨
を的確に報告されることを期待する。
　このセミナーの開催にご尽力頂いたオンライン支援
委員会、またガバナー事務所スタッフに感謝を申し上
げ報告と致します。

委員　廣澤　俊樹
（福島南 RC）

地区研修委員会
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米山記念奨学会カウンセラー研修会　８月7日

委員長　渡邊　英世
（福島中央 RC）

地区米山記念奨学会
学友委員会

クラブ研修リーダーセミナー　7月18日

　7月24日㈯にRLI委員会「オンラインRLI
第３期パートⅢ」が開催されました。これで
石黒年度のRLI第３期パートⅠ、パートⅡ、
パートⅢが終了致しました。コロナ禍の影響
で、リアルでの開催ではなくオンラインの開
催が続いております。今回開催の参加者は
47名でした。他地区からの参加者が１名の
方がいらっしゃいました。今回パートⅢの開
催で、30名の方が卒業されました。大変お
めでとうございました。９月からは、志賀年
度の第4期がスタートします。2021年９月
23日㈭パートⅠ、2022年３月27日㈰パート

Ⅱ、2022年５月８日㈰パートⅢ、年度内で
パートⅢまで終了するように進めています。
RLIは、従来のセミナーのような講義型のス
タイルではありません。１チーム10名くら
いのメンバーで、自由に意見を出し合って討
議するスタイルになっています。ご自分のロ
ータリーについての考えや、今まで経験して
きたこと、ロータリーの思いなどを自由に話
していただく場所です。自分の思いを話し、
他の人のロータリーについてのお考えを聞く
ことができます。この自由な話し合いの場所
がRLIです。間もなく、パートⅠの募集が始
まりますが、今までの募集は会長エレクト、
次年度幹事の方々でしたが、今回の募集から
は、ロータリーに関心のある方、新会員の
方々も募集しますので、多くの皆さんの参加
をお願い致します。

　去る7月25日、志賀利彦ガバナーをはじめ地
区役員の皆さまとクラブより約70名の参加者を
得て、標記セミナーをZoom Meetingsにて開
催をいたしました。
当委員会セミナーでは、オンライン会議システ
ムを用いるのは初めてで多少のトラブルもあり
ましたが、オンライン支援委員会の全面的なサ
ポートにより大過なく実施することが出来まし
た。鈴木雅之委員長以下、支援委員会の皆さま
にお礼を申し上げます。
　第1部では、地区財団委員会・前委員長
（DRFC）の早川敬介様に「ロータリー財団活
動に期待して！」と題し、動画等を使い地区内

の奉仕実践を取り入れながら個別・具体的な財
団活動の説明が行われました。クラブ参加者は
もとより、当委員会においても共有すべき内容
が豊富に含まれており、財団活動を再認識いた
しました。
　第2部では、プロジェクト事例報告と各委員
長からのお願い事項を伝達いたしました。事例
報告は喜多方中央RC　佐藤周一郎様より「知
識の泉プロジェクト」、福島RC　右近八郎様
から「地区補助金活用事例について」の２題を
お話し戴きました。また、委員会からは多くの
ことを説明いたしましたので、一部消化不良が
あったかと思い、反省しております。その中で、
COVID-19の影響から9月30日までは「補助金
を用いた国内外の旅行経費は認められない」と
お伝えしましたが、その後、期日が本年12月
31日まで延長されています。プロジェクト実施
には難しい局面が続きますが、ロータリアンの
皆さまの創意工夫により「奉仕の理想」実現に
ご尽力ください。

　8月7日（土）、米山記念奨学会カウンセラー研修
会が行われました。例年ですと、カウンセラーが一堂
に会し研修会を行いますがコロナ禍のためにZoom
開催となりました。
　最初に武島昭良委員長が、公益財団法人米山記
念奨学会で作成したパワーポイントの資料を使い、
カウンセラーについての説明を行いました。
　その後カウンセラー経験者２名から体験事例報
告がありました。最初に米山記念奨学委員会推進
委員会の竹下真紀子委員長（いわき桜ＲＣ）が、「カ
ウンセラー時代に心がけた事」と題して、今までに4
名の奨学生のカウンセラーを引き受けたが、「クラブ

との交流」「日本文化との交流」「奨学生本人の将
来（教育面、生活面）」を心がけたという報告をしま
した。次に「カウンセラーを体験して」と題して、米山
記念奨学会学友委員会チンタカ・クマーラ委員（福
島グローバルＲＣ）から、ご自身の奨学生としての
様々な経験も踏まえての報告がありました。
　カウンセラーとの意見交換では、「奨学生を受け
入れて良かったと思うこと」「奨学生を受け入れて、
これはどうなんだろう？と感じる問題点」「奨学生に
ロータリー活動を深く理解してもらうためにしている
こと」「奨学生に～日本と母国の架け橋となる～とい
う気持ちを継続してもらうためにできること」につい
てカウンセラーの皆様と様々な意見交換が行われま
した。
　最後に渡邉公平PG、酒井善盛PG、芳賀裕地区
研修リーダーから総評を頂き、志賀利彦ガバナーの
閉会点鐘で研修会を終了しました。ご参加いただい
た皆様、ありがとうございました。

　７月18日㈰にＺoom形式により開催されたセミナ
ーには89名の参加を得、第一部はRI研修リーダーの
四宮孝郎氏（大阪西南RC）による「今、ロータリーに
求められる研修」と題してビデオ講義を受け、「ロータ
リーに求められているニーズの把握」、「クラブ運営の
工夫」、「クラブ研修のリソースはマイロータリーの
中」、「なぜロータリアンであり続けるのか」、「こうな
るのだと言うクラブのビジョン作り」、「魅力ある、元
気のある、個性あるクラブ作り」、「夢を語りましょう。
夢を語れば何かが開ける」等、今後のロータリー活動
のキーワードとなる話をお聞きし、代表として会津若
松城南RC山田哲史さん、いわき桜RC伊藤繁美さん、
福島中央RC鈴木和夫さんらによる活動の問題点等
の質疑に対し、特策は無く、例えば炉辺会合の活用、

硬直化した人事の一新、世界基準のマイロータリーを
自分達の運営に即した形での活用等、ヒントを多く頂
いた。第2部に於いては、佐藤榮郎地区ＲＬＩ委員長
によるＲＬＩについて、小グループに分かれロータリー
に関し忌憚なく発言し合う事で、クラブの問題点やそ
の共有、解決への糸口、共同体意識の発展等、その必
要性や構成の説明が有り、多くの会員参加の呼掛け
がなされた。第三部は全員が８グループに分かれ、Ｒ
ＬＩ同様仕切役ＤＬ（ディスカッションリーダー）によ
り、自分のクラブの現状や問題を発言し有ったが、一
方的な聴講型のセミナーではなく、他クラブの問題や
その解決策を聞く等、自分のクラブ会員以外の方達と
の意見交換は、即効性が有る訳ではないが、多くの意
見を聞くことにより今後光明の糸口をつかむのに必ず
役立つと考える。３時間弱のセミナーは密度の濃いも
のとなり、参加者が各クラブに於いてセミナーの主旨
を的確に報告されることを期待する。
　このセミナーの開催にご尽力頂いたオンライン支援
委員会、またガバナー事務所スタッフに感謝を申し上
げ報告と致します。

委員　廣澤　俊樹
（福島南 RC）

地区研修委員会
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米山記念奨学会奨学生による体験発表会　7月31日

　チンタカ　クマーラ　ウィジェシンへ
（福島グローバル RC）

米山記念奨学会学友委員会

ローターアクト第１回会長・幹事会　7月25日

委員長　佐藤　和子
（福島中央 RC）

ローターアクト委員会

　昨年度、開催3日前にキャンセルされた、米山
奨学生の体験発表会は7月31日Zoomにて開
催されました。
ガバナー事務所２階のメイン会場に志賀利彦ガ
バナーはじめ７人が集まりました。
福島大学、ベトナム国籍、現役奨学生レティ　ト
ゥハーさんの開会のことばによって開催され、
地区ガバナー志賀利彦様のご挨拶を頂きました。
ご挨拶には奨学生の体験談をクラブに持ち帰
るようにお願いし、米山奨学金制度に対して理
解を深めるようお願いしました。その後ロータリ
ー米山記念奨学会事務局長柚木裕子様からご
来賓ご挨拶を頂きました。武島昭良地区米山
記念奨学会委員長が挨拶し、例年楽しめる奨
学生の手料理は来年度必ず楽しめるようにしま
しょうと述べました。地区学友会会長はIT委員
会の皆様に、ガバナーはじめ事務局の皆様に、
奨学生、学友の皆様に御礼を述べました。さら
に、地区で取り組んだスリランカへの医療機器
支援活動ご協力に対する感謝を述べました。待
ちに待っていた、奨学生の体験談の発表が始ま
りました。中国、台湾、韓国、ベトナム、ミヤンマ、
スリランカ、モンゴル、タイ、カンボージア、スペ
イン、モンゴル及びナイジェリアからの奨学生19
名が発表しました。コロナ禍中、まだ来日してい
ないナイジェリアの奨学生が母国から参加し、
自国の紹介や奨学金に対する御礼を述べまし
た。スーダンからの奨学生もいまだ来日してい
ない状況で、母国のネット環境の状況に基づき
Zoomに入ることができませんでした。その他
の奨学生は自宅、大学やカウンセラー宅から発
表行い、奨学生の皆さんは発表時に自分の国旗
を背景にしていたことが印象に残りました。奨
学生は様々な体験談のほかに、母国の紹介、ボ
ランティア活動の話、ロータリークラブの話、自

分たちの未来の話、奨学生になって楽になった
話や米山記念奨学会に対する御礼等を披露し
ました。
　今回、さらに進化した内容がありました。事
前報告がなく、今まで地区でお世話になった奨
学生（学友）のインタビューがありました。奨学
生３、４名の発表後に学友のインタビューがあ
り現況を聞かれました。中には日本で企業を起
こした学友、行政ともに働く学友、研究機関に
所属する学友、海外と業務を行っている学友、
日本永住する学友等、様々な話を聞くことがで
きました。これらの学友は彼らの現況は『米山
だから、ロータリーだから』って奨学会に対する
感謝を述べていました。今回、ベトナム、ネーパ
ル、スリランカ、ミヤンマの学友からインタビュ
ーをすることができました。このように我地区か
ら輩出された学友の現況を久しぶりに聴けるこ
とも世話クラブ、カウンセラーにとって大きな喜
びでしょう。最後に、米山記念事業に対する地
区の熱意を述べながら渡邉公平パストガバナー
より総評を頂きました。中国国籍の福島大学現
役奨学生、ウ・シュウレイさんの閉会のことばで
今年度の体験発表会の幕をとじました。
　今回初試みのZoomでの開催にあたりまして、
何回も事前打ち合わせを行ったIT委員会の皆
様にも、バーチャル背景作成や他の細かな作業
にご協力頂いたガバナー事務所の皆様に心か
ら御礼申し上げます。来年度はさらに進化した
奨学生の体験発表会をご期待ください。
繋げよ、ロータリーの国際奉仕を
　　　　　　　　　　奨学生の母国へ

　7月25日㈰10：00～11：00にZoomにて
2021-2022年度地区ローターアクト第１回
会長・幹事会が開催されました。出席者はロ
ータリアン９名、ローターアクト10名の合
計19名でした。今年度、新たに白河ロータ
リークラブがスポンサークラブとなって、し
らかわRACが誕生し、ローターアクトクラ
ブが８クラブになりました。
　午前10時、郡山西RAC所属の堀下慎哉新
地区RAC代表の開会点鐘で始まり、志賀利
彦ガバナーと佐藤正道ガバナーエレクトの挨
拶がありました。
　久家真広地区幹事の議事進行のもと、議事
に入りました。

①　2021-2022年度地区代表ノミニーとし
　て、喜多方RACの佐藤正治氏が紹介され、
　承認されました。

②　2021-2022年度　地区運営方針につい
　て堀下慎哉代表から「煌」（きらめく）と
　することを発表され、承認されました。
　これは、昨年度、新型コロナウイルス感染
拡大で各クラブの自由な活動が制限され、非
常に辛い時期を過ごし、我慢の一年だったこ
とから、ローターアクター1人1人が抱えて
いるメラメラとした熱い想いを集結させて光
輝くような明るさを放つ福島地区になって欲
しいという願いを込めたそうです。

③　2021-2022年度、地区ローターアクト
　予算案・活動方針について説明があり、活
　動方針については承認されましたが、予算
　案は昨年度の第一エリア代表者会議開催補
　助費を踏襲しているが、今年度は福島が開

　催地ではないので見直すべきではと意見が
　あり、見直すこととなりました。

④　2021-2022年度、各ローターアクトク
　ラブ活動計画（※下表参照）、うつくしま
　ゴミ０（ゼロ）運動の取り組み、会員増強
　について各RACから報告がありました。
　特に成人クラブは会員の増強にとても苦労
　しているとのことでした。

⑤　クラブ開催地区交流会、地区代表公式訪
　問、エリア会議、第2800地区（山形県）
　スポーツ交流については、下表の年間活動
　計画書を参照してください。

　最後に青少年奉仕委員会の大木和彦委員長、
地区研修リーダーの芳賀裕パストガバナーと
藤田弘美地区研修委員の総評をいただき、閉
会いたしました。 い
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米山記念奨学会奨学生による体験発表会　7月31日

　チンタカ　クマーラ　ウィジェシンへ
（福島グローバル RC）

米山記念奨学会学友委員会

ローターアクト第１回会長・幹事会　7月25日

委員長　佐藤　和子
（福島中央 RC）

ローターアクト委員会

　昨年度、開催3日前にキャンセルされた、米山
奨学生の体験発表会は7月31日Zoomにて開
催されました。
ガバナー事務所２階のメイン会場に志賀利彦ガ
バナーはじめ７人が集まりました。
福島大学、ベトナム国籍、現役奨学生レティ　ト
ゥハーさんの開会のことばによって開催され、
地区ガバナー志賀利彦様のご挨拶を頂きました。
ご挨拶には奨学生の体験談をクラブに持ち帰
るようにお願いし、米山奨学金制度に対して理
解を深めるようお願いしました。その後ロータリ
ー米山記念奨学会事務局長柚木裕子様からご
来賓ご挨拶を頂きました。武島昭良地区米山
記念奨学会委員長が挨拶し、例年楽しめる奨
学生の手料理は来年度必ず楽しめるようにしま
しょうと述べました。地区学友会会長はIT委員
会の皆様に、ガバナーはじめ事務局の皆様に、
奨学生、学友の皆様に御礼を述べました。さら
に、地区で取り組んだスリランカへの医療機器
支援活動ご協力に対する感謝を述べました。待
ちに待っていた、奨学生の体験談の発表が始ま
りました。中国、台湾、韓国、ベトナム、ミヤンマ、
スリランカ、モンゴル、タイ、カンボージア、スペ
イン、モンゴル及びナイジェリアからの奨学生19
名が発表しました。コロナ禍中、まだ来日してい
ないナイジェリアの奨学生が母国から参加し、
自国の紹介や奨学金に対する御礼を述べまし
た。スーダンからの奨学生もいまだ来日してい
ない状況で、母国のネット環境の状況に基づき
Zoomに入ることができませんでした。その他
の奨学生は自宅、大学やカウンセラー宅から発
表行い、奨学生の皆さんは発表時に自分の国旗
を背景にしていたことが印象に残りました。奨
学生は様々な体験談のほかに、母国の紹介、ボ
ランティア活動の話、ロータリークラブの話、自

分たちの未来の話、奨学生になって楽になった
話や米山記念奨学会に対する御礼等を披露し
ました。
　今回、さらに進化した内容がありました。事
前報告がなく、今まで地区でお世話になった奨
学生（学友）のインタビューがありました。奨学
生３、４名の発表後に学友のインタビューがあ
り現況を聞かれました。中には日本で企業を起
こした学友、行政ともに働く学友、研究機関に
所属する学友、海外と業務を行っている学友、
日本永住する学友等、様々な話を聞くことがで
きました。これらの学友は彼らの現況は『米山
だから、ロータリーだから』って奨学会に対する
感謝を述べていました。今回、ベトナム、ネーパ
ル、スリランカ、ミヤンマの学友からインタビュ
ーをすることができました。このように我地区か
ら輩出された学友の現況を久しぶりに聴けるこ
とも世話クラブ、カウンセラーにとって大きな喜
びでしょう。最後に、米山記念事業に対する地
区の熱意を述べながら渡邉公平パストガバナー
より総評を頂きました。中国国籍の福島大学現
役奨学生、ウ・シュウレイさんの閉会のことばで
今年度の体験発表会の幕をとじました。
　今回初試みのZoomでの開催にあたりまして、
何回も事前打ち合わせを行ったIT委員会の皆
様にも、バーチャル背景作成や他の細かな作業
にご協力頂いたガバナー事務所の皆様に心か
ら御礼申し上げます。来年度はさらに進化した
奨学生の体験発表会をご期待ください。
繋げよ、ロータリーの国際奉仕を
　　　　　　　　　　奨学生の母国へ

　7月25日㈰10：00～11：00にZoomにて
2021-2022年度地区ローターアクト第１回
会長・幹事会が開催されました。出席者はロ
ータリアン９名、ローターアクト10名の合
計19名でした。今年度、新たに白河ロータ
リークラブがスポンサークラブとなって、し
らかわRACが誕生し、ローターアクトクラ
ブが８クラブになりました。
　午前10時、郡山西RAC所属の堀下慎哉新
地区RAC代表の開会点鐘で始まり、志賀利
彦ガバナーと佐藤正道ガバナーエレクトの挨
拶がありました。
　久家真広地区幹事の議事進行のもと、議事
に入りました。

①　2021-2022年度地区代表ノミニーとし
　て、喜多方RACの佐藤正治氏が紹介され、
　承認されました。

②　2021-2022年度　地区運営方針につい
　て堀下慎哉代表から「煌」（きらめく）と
　することを発表され、承認されました。
　これは、昨年度、新型コロナウイルス感染
拡大で各クラブの自由な活動が制限され、非
常に辛い時期を過ごし、我慢の一年だったこ
とから、ローターアクター1人1人が抱えて
いるメラメラとした熱い想いを集結させて光
輝くような明るさを放つ福島地区になって欲
しいという願いを込めたそうです。

③　2021-2022年度、地区ローターアクト
　予算案・活動方針について説明があり、活
　動方針については承認されましたが、予算
　案は昨年度の第一エリア代表者会議開催補
　助費を踏襲しているが、今年度は福島が開

　催地ではないので見直すべきではと意見が
　あり、見直すこととなりました。

④　2021-2022年度、各ローターアクトク
　ラブ活動計画（※下表参照）、うつくしま
　ゴミ０（ゼロ）運動の取り組み、会員増強
　について各RACから報告がありました。
　特に成人クラブは会員の増強にとても苦労
　しているとのことでした。

⑤　クラブ開催地区交流会、地区代表公式訪
　問、エリア会議、第2800地区（山形県）
　スポーツ交流については、下表の年間活動
　計画書を参照してください。

　最後に青少年奉仕委員会の大木和彦委員長、
地区研修リーダーの芳賀裕パストガバナーと
藤田弘美地区研修委員の総評をいただき、閉
会いたしました。 い
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クラブ会長方針

会長　福島　佳之
幹事　阿部　充宏
例会日：木曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：郡山ビューホテル
　　　　アネックス

郡山RC
7月8日　ガバナー公式訪問

会長　佐藤　雄三
幹事　矢吹　武治
例会日：火曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：郡山ビューホテル

郡山東RC 7月13日　ガバナー公式訪問

会長　佐久間俊男
幹事　清水進一郎
例会日：水曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：郡山ビューホテル
　　　　アネックス

郡山西北RC 7月14日　ガバナー公式訪問

会長　伊藤　力男
幹事　川島　利介
例会日：木曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：ホテルハマツ

郡山南RC

会長　川口栄太郎
幹事　鎌田孝太郎
例会日：月曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：ホテルハマツ

郡山北RC 7月12日　ガバナー公式訪問

会長　大寺　正晃
幹事　山田　覚

例会日：月曜日　
　　　　19：00～20：00
場　所：開成山大神宮参拝
　　　　者休憩所

福島グローバルRC 7月12日　ガバナー公式訪問

　今年度の郡山ロータリークラブのテーマは、「和の実
践」です。
　会員の皆様の個性を尊重し、郡山ロータリークラブの
一員であるという誇りを共有しながら、「和」の心を以っ
て親睦を図ることが出来るよう一年間努めていきます。
　一昨年度来、コロナ禍の中、幾度となくロータリークラ
ブの根幹である例会が休会となり会員の皆様同士の親
睦の場が失われてきました。
　今年度は、年度初めの例会が今日７月1日にスタートし、
年度末のさよなら例会が６月30日です。例年になく例会
で皆様にお会いできる回数も多く、47回の例会日となり
ます。年度の前半は、コロナ禍もなかなか収まる気配もな
く心配ではありますが、数多い今年度の例会を大切にし、
出来得るだけ皆様との親睦を図れるように毎回の例会
の設営に気をつけて準備をしていきたいと思います。
　郡山ロータリークラブの根幹は、例会等の出席を通じ
会員相互の親睦を深めることを第一義とし、それにより
気づき学んだことを会員の皆様がそれぞれ個人として職
業及び日常生活において奉仕の理論に基づき実践して
いくということであり、それこそが郡山ロータリークラブ

の魅力であり価値であると考えます。今年度会長職を務
めるにあたり、１９２３年の国際大会で採択された決議２３
－３４の根底にあるロータリー哲学を守り続ける郡山ロー
タリークラブの誇りを大事にし、会の運営あたっていく所
存です。

　『ここに来れば友がいる。笑顔で会える火曜例会、
エンジョイロータリー、参加して楽しもう』
　指名されたら「入会順に会長職が回ってくる、ババ
をひいた」と思わずに、前向きに運営に努め、次年度
に繋いでいきます。
　ロータリーは素晴らしい、ロータリーは感動、礼節を
重んじ、互いの友情を深めましょう。
　例会は自分を磨く社会勉強、自己研鑚啓蒙の場、多
くの魅力ある方たちと知り合うことができ、成長するこ
とができる修練の場です。人材の宝庫です。
　出席して、行ってみて、「このクラブに入会して良か
った」と思う例会。
　会員お一人お一人がロータリーの「奉仕の理想」を
理解し、各委員会が活性化して例会がニコニコワクワ
ク、楽しく運営されれば、例会出席率が向上し、会員拡
大につながります。
会員拡大を放置→会員数が減少―→財政基盤が弱
くなる→活動に制約ができる。
「太陽が出ているうちに屋根を修理しなくてはならな
い」
公共イメージの向上…ロータリーの活動を広く人々に

紹介することによって、ロータリーの活動への理解と
認識が増し、入会への関心が高まると思います。活動
を積極的に広報しましょう。
各委員会それぞれに前向きな素晴らしい計画を立案
しているが、コロナ禍で変更縮小も考えられるが、臨機
応変に「みんなのためになるかどうか」を念頭に、会員
皆様からのご助言をいただきながら1年間クラブ運営
していきます。『弥栄』

　皆さん、こんにちは。第45代の郡山西北ロ
ータリークラブ会長の佐久間俊男と申します。
元より浅学非才の身ですが、全力で職責を全
うする覚悟でがんばりますので会員皆々様の
ご指導よろしくお願い申し上げます。
　本年度、当クラブは創立45周年を迎えるこ
とになりますが、初代岡部新一郎会長をはじ
め多くの先輩ロータリアンが奉仕のこころと
実践をされている中で、想像を超える多くの
苦労と困難を乗り越え、現在の組織と体制を
築いてこられたものと存じます。全てのロータ
リアンの皆様に心から敬意と感謝を申しあげ
るところでございます。
　本年度の事業展開は、創立当時を振り返り
ながら歴史と思い出に残る一頁となるよう取
り組んで参ります。
　新型コロナウイルス感染症の拡大は、依然
として猛威を振るい社会生活や経済に深刻な
影響を及ぼしております。また、地震や気候変

動などにより自然災害も頻発、激甚化してお
る昨今です、今こそ、この時こそ「郡山西北ロ
ータリークラブが心の拠りどころ！」
　これからも、求心力を高め、会員一丸となっ
て、明るく元気に進んで行きたいと思います。
　2530地区ガバナー志賀利彦様はじめ会員
の皆々様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願
い申しあげます。

　本年度郡山南ロータリークラブテーマ
は「友情を育み　ロータリーを楽しも
う」としました。ロータリー活動は気持
ちに余裕を持ち、楽しく活動することで
ロータリーの充実と活性化が図れると思
います。しかしながら昨今の新型コロナ
ウィルス感染拡大の状況下では「集う」
と言う行為の自粛を余儀なくされ、従来
の活動が停滞する中、改めて組織として
の在り方や私共クラブの特性を再認識さ
せられた想いです。
 我がクラブは現在会員90名であり、女
性会員も13名在席しています。会員は
例会や委員会活動のみならず、ゴルフ愛
好会、遠足クラブ、詩吟愛好会、そして
合唱団などの活動を通して、親睦を深め

ています。
 感染拡大の収束を願いつつ、今こそ我
がクラブの強みである資源を最大限に活
用し、クラブ創立51年目の一歩を記し
たいと思います。

　わが郡山北ロータリークラブは、今年
で48年目を迎えます。基本的に毎週月
曜の12時半よりホテルはまつにおいて
例会を開催しております。現在会員は全
40名ですが、クラブ運営をするには
少々会員増加を図らなければならないと
考えています。会員からの会費を基本と
して経費節減、クラブ運営をすれば十分
可能と思いますが現在の会場設定や食事
のグレード、事務局などの利便性を維持
したいとの声が多いのが現状です。その
ため今年度はRI会長のシェカール・メー
タさんが提唱しているクラブ全員で「み
んなが1人を入会させよう」をスローガ
ンに1年を通じて会員各自がロータリー

の魅力を再考する機会としながら新メン
バーの入会に努め、さらに比較的新しい
会員をつなぐ意味でメンター制度を導入
します。

　今年度は、当クラブ名にもある「グローバ
ルらしさ」を推進させます。
第一の目標は、海外出身者の会員増強であり
ます。
　当クラブは設立当初、日本・スリランカ・
パキスタン・マレーシア・フィリピンの５か国
の出身者で構成されていましたが、その後、
転勤などの理由でマレーシアとフィリピンの会
員が出国してしまい、現在は３か国の会員構
成となっております。
　今年度は、３か国の増強を目指し、計６か
国の出身者からなるロータリークラブを目指
します。
　第二の目標は、例会の新しい形について、
ICTの利活用を積極的に進めます。
リモート会議については、厳しいご意見もあ
りますが、当クラブは、リモート会議の利点

に目を向けた取り組みを推進します。
　遠方の会員が参加しやすい例会や会議、
外国のクラブとの合同例会などに取り組み、
様々な国籍・性別・年代のゲストを世界中か
らお迎えしながら「グローバル」な取り組み
をして行きます。

7月15日　ガバナー公式訪問

○掲載はガバナー公式訪問順です。
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クラブ会長方針
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会長　伊藤　力男
幹事　川島　利介
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睦の場が失われてきました。
　今年度は、年度初めの例会が今日７月1日にスタートし、
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会長　松川　義行
幹事　井上　厚

例会日：水曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：ホテルハマツ

郡山アーバンRC 7月21日　ガバナー公式訪問

会長　高橋　智弘
幹事　相澤　隆

例会日：月曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：ウェディング　
　　　　エルティ

福島西RC 7月26日　ガバナー公式訪問

会長　一條　浩孝
幹事　赤間　浩一
例会日：水曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：クーラクーリアンテ
　　　　サンパレス

福島南RC 7月28日　ガバナー公式訪問

会長　根本　良一
幹事　伊藤　重幸
例会日：火曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：ベルヴィ郡山館

郡山安積RC 7月20日　ガバナー公式訪問

会長　平栗　幹也
幹事　本郷　俊之
例会日：火曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：郡山ビューホテル

郡山コスモスRC 7月20日　ガバナー公式訪問

会長　金田　岩光
幹事　鈴木　功一
例会日：水曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：ホテルハマツ

郡山西RC 7月21日　ガバナー公式訪問

　今年度、郡山アーバンＲＣの第26代
会長を拝命いたしました。今年度の当ク
ラブの運営方針は以下のとおりです。
・クラブの多様性を維持し、クラブの持
　続可能性を確保しよう
・クラブ例会の重要性を再認識し、クラ
　ブ例会を活性化させよう
・郡山西ロータアクトラブとの連携を深
　めよう
・ロータリー賞にチャレンジし、受賞し
　よう
・クラブのＩＴ化を積極的に進めよう
　当クラブでは、長期の戦略計画がまだ
存在しないため、戦略計画の立案をロー
タリー賞の目標の一つとして設定してお

ります。また、当クラブが創立以来有す
る強みである多様性を維持するため、会
員増強・退会防止に特に力を入れたいと
考えております。
　１年間御指導のほどよろしくお願いい
たします。

　今年度のスローガンとして、「参加し
よう!!例会に、楽しもう!!例会を」を掲
げさせていただきました。現在、会員増
強が最大の課題となっておりますが、誰
もが参加する例会に魅力がなければ、な
かなか入会していただけません。また、
現会員の方々もただ例会に出席している
だけでは魅力あるクラブにはならないと
思います。そこで、今年度は会員スピー
チを増やし、ロータリーのこと、職業の
こと、自分の経験談などいろいろなテー
マでスピーチしていただくということを
一つの案として考えております。その話
から新たな活動等が生まれるきっかけに
していきたいと思います。小さなことで
もアイデアを出し合い、この福島西ロー

タリークラブを魅力あるクラブにしてい
きたいと考えております。小さな事の積
み重ねが、退会防止と会員増強に繋がる
と信じ、クラブ運営をしていきたいと思
います。

　　　奉仕の理念を学び実践しよう
　ロータリーには明確な目的があり、目
的を果たすために活動することがクラブ
第一の使命であると考えています。日々
の奉仕活動は目的を達成するための手段
であり、手段を目的化してしまわないよ
う留意すべきであるとも考えています。
　ロータリーの目的では奉仕の理念を奨
励し、とされていますが奉仕の理念は会
員の数ほどあるはずです。今年度は多く
の会員に自らの奉仕の理念を語っていた
だきます。多くの会員が例会でスピーカ
ーとなり、出席する例会から参加する例
会にしていきたいと思っています。

　スピーチをすることで自ら学び、スピ
ーチを聞くことで学ぶ。そして実践して
いく。こうした循環をつくり目的達成に
向けて活動していきたいと思っています。

　例年よりもかなり早く公式訪問をして頂けまし
たので、一年を通してのご指導を沢山お聞きき出
来ました。
　当クラブは前年度に14名の新入会員を迎い入
れました。新入会員の皆様には一日も早くクラブ
に馴染んで頂き、今後長くロータリー活動をご一
緒したいと切望しております。
　そのためには例会の質の向上が欠かせません。
コロナ禍により例会の開催回数や創意工夫の加
え方など、感染状況に合わせて考慮しなければな
らない事が沢山あります。
　志賀ガバナーからは「例会は月に２回以上行え
ば問題ないので、開催回数を減らしたとしても中
身の充実を図ることが肝要である」とのご指導を
頂きました。このお言葉を基に、今後の方針を適
宜考えて参りたいと思います。
　今年度で35回目を迎える「スポーツ少年団・ソ
フトボール新人戦大会」についてご報告を致しま
した。この大会は子供達の健やかな成長を祈念し、
先輩各位が大切に取り組んでこられた当クラブの
看板行事です。志賀ガバナーの「素晴らしい取り
組みです。今後も継続して頂きたい」とのエールは、
大きな勇気となりました。

　これ以外にも米山奨学会やグローバル補助金
などを分かりやすくご指導を賜りました。出席し
た会全員が今後の目標や目的が明確となり、ロー
タリアンとしての自覚を更に強く致しました。　
　そして何より、志賀ガバナーのお人柄に接する
ことが出来、とても有意義な時間となりました。
　今後益々のご活躍にご期待しつつ、クラブを代
表しまして御礼を申し上げます。

　2021-22年度　郡山コスモスロータリークラ
ブの会長を拝命した平栗幹也です。今年度、当
クラブの運営方針は、RI会長のテーマに共づき、
ガバナーの地区重点活動目標を達成するために、
会員と協力してクラブ活動をしたいと考えます。
　また、当クラブでは、品格あるクラブを目指
して、例会を楽しく充実した1時間にし、会員
がお互いに親睦を深めながら、世のため人のた
めに、地域社会のために貢献する奉仕事業を考
えていきます。
　当クラブの最重要課題である会員増強のため
にも、新たな会員を誘いたくなる例会に努め、
RI会長の「みんなが一人を入会させよう」を目
標に会員増強に力を入れていき、退会者を減ら
して行きたいと思います。
　クラブのため会員のために何をすべきか、絶
えず謙虚に、学ぶ姿勢を忘れず、会員一人一人
の声に良く耳を傾け、クラブの人助けになれる
ように、幹事と共にクラブ運営に努めます。皆

様のご指導とご協力をお願い致します。
⒈ロータリーの目的と四つのテストを常に意識
　して活動して参ります。
⒉例会をより楽しく充実した１時間となること
　を目指します。
⒊活動は、身の丈にあったものから始め、より
　地域貢献できる活動となるよう努めます。

　第55代郡山西RC 2021-2022年度会
長を仰せつかりました金田岩光でござい
ます。7月21日に志賀がバナーにおかれ
ましては、当クラブに来訪いただき、丁
寧な助言をいただいたことに感謝申し上
げます。
　当会での今年度の運営方針としまして、
テーマを「温故知新　異世代交流を深め
よう」としました。会員増強を進めてい
く上で、老若の壁を少しでも低くしたい、
お互いの価値観を理解しあう事が重要で
あると考えます。私は中間層の年代とし
て、その懸け橋という会長であれればと、
思っております。
　2022年4月23日㈯に、当クラブ55周

年行事を計画しており、今年度は会員増
強に努め、絆がある楽しいクラブとなっ
て、周年行事が挙行できるよう、誠意を
もって運営していきたいと考えておりま
す。
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会長を拝命いたしました。今年度の当ク
ラブの運営方針は以下のとおりです。
・クラブの多様性を維持し、クラブの持
　続可能性を確保しよう
・クラブ例会の重要性を再認識し、クラ
　ブ例会を活性化させよう
・郡山西ロータアクトラブとの連携を深
　めよう
・ロータリー賞にチャレンジし、受賞し
　よう
・クラブのＩＴ化を積極的に進めよう
　当クラブでは、長期の戦略計画がまだ
存在しないため、戦略計画の立案をロー
タリー賞の目標の一つとして設定してお

ります。また、当クラブが創立以来有す
る強みである多様性を維持するため、会
員増強・退会防止に特に力を入れたいと
考えております。
　１年間御指導のほどよろしくお願いい
たします。

　今年度のスローガンとして、「参加し
よう!!例会に、楽しもう!!例会を」を掲
げさせていただきました。現在、会員増
強が最大の課題となっておりますが、誰
もが参加する例会に魅力がなければ、な
かなか入会していただけません。また、
現会員の方々もただ例会に出席している
だけでは魅力あるクラブにはならないと
思います。そこで、今年度は会員スピー
チを増やし、ロータリーのこと、職業の
こと、自分の経験談などいろいろなテー
マでスピーチしていただくということを
一つの案として考えております。その話
から新たな活動等が生まれるきっかけに
していきたいと思います。小さなことで
もアイデアを出し合い、この福島西ロー

タリークラブを魅力あるクラブにしてい
きたいと考えております。小さな事の積
み重ねが、退会防止と会員増強に繋がる
と信じ、クラブ運営をしていきたいと思
います。

　　　奉仕の理念を学び実践しよう
　ロータリーには明確な目的があり、目
的を果たすために活動することがクラブ
第一の使命であると考えています。日々
の奉仕活動は目的を達成するための手段
であり、手段を目的化してしまわないよ
う留意すべきであるとも考えています。
　ロータリーの目的では奉仕の理念を奨
励し、とされていますが奉仕の理念は会
員の数ほどあるはずです。今年度は多く
の会員に自らの奉仕の理念を語っていた
だきます。多くの会員が例会でスピーカ
ーとなり、出席する例会から参加する例
会にしていきたいと思っています。

　スピーチをすることで自ら学び、スピ
ーチを聞くことで学ぶ。そして実践して
いく。こうした循環をつくり目的達成に
向けて活動していきたいと思っています。

　例年よりもかなり早く公式訪問をして頂けまし
たので、一年を通してのご指導を沢山お聞きき出
来ました。
　当クラブは前年度に14名の新入会員を迎い入
れました。新入会員の皆様には一日も早くクラブ
に馴染んで頂き、今後長くロータリー活動をご一
緒したいと切望しております。
　そのためには例会の質の向上が欠かせません。
コロナ禍により例会の開催回数や創意工夫の加
え方など、感染状況に合わせて考慮しなければな
らない事が沢山あります。
　志賀ガバナーからは「例会は月に２回以上行え
ば問題ないので、開催回数を減らしたとしても中
身の充実を図ることが肝要である」とのご指導を
頂きました。このお言葉を基に、今後の方針を適
宜考えて参りたいと思います。
　今年度で35回目を迎える「スポーツ少年団・ソ
フトボール新人戦大会」についてご報告を致しま
した。この大会は子供達の健やかな成長を祈念し、
先輩各位が大切に取り組んでこられた当クラブの
看板行事です。志賀ガバナーの「素晴らしい取り
組みです。今後も継続して頂きたい」とのエールは、
大きな勇気となりました。

　これ以外にも米山奨学会やグローバル補助金
などを分かりやすくご指導を賜りました。出席し
た会全員が今後の目標や目的が明確となり、ロー
タリアンとしての自覚を更に強く致しました。　
　そして何より、志賀ガバナーのお人柄に接する
ことが出来、とても有意義な時間となりました。
　今後益々のご活躍にご期待しつつ、クラブを代
表しまして御礼を申し上げます。

　2021-22年度　郡山コスモスロータリークラ
ブの会長を拝命した平栗幹也です。今年度、当
クラブの運営方針は、RI会長のテーマに共づき、
ガバナーの地区重点活動目標を達成するために、
会員と協力してクラブ活動をしたいと考えます。
　また、当クラブでは、品格あるクラブを目指
して、例会を楽しく充実した1時間にし、会員
がお互いに親睦を深めながら、世のため人のた
めに、地域社会のために貢献する奉仕事業を考
えていきます。
　当クラブの最重要課題である会員増強のため
にも、新たな会員を誘いたくなる例会に努め、
RI会長の「みんなが一人を入会させよう」を目
標に会員増強に力を入れていき、退会者を減ら
して行きたいと思います。
　クラブのため会員のために何をすべきか、絶
えず謙虚に、学ぶ姿勢を忘れず、会員一人一人
の声に良く耳を傾け、クラブの人助けになれる
ように、幹事と共にクラブ運営に努めます。皆

様のご指導とご協力をお願い致します。
⒈ロータリーの目的と四つのテストを常に意識
　して活動して参ります。
⒉例会をより楽しく充実した１時間となること
　を目指します。
⒊活動は、身の丈にあったものから始め、より
　地域貢献できる活動となるよう努めます。

　第55代郡山西RC 2021-2022年度会
長を仰せつかりました金田岩光でござい
ます。7月21日に志賀がバナーにおかれ
ましては、当クラブに来訪いただき、丁
寧な助言をいただいたことに感謝申し上
げます。
　当会での今年度の運営方針としまして、
テーマを「温故知新　異世代交流を深め
よう」としました。会員増強を進めてい
く上で、老若の壁を少しでも低くしたい、
お互いの価値観を理解しあう事が重要で
あると考えます。私は中間層の年代とし
て、その懸け橋という会長であれればと、
思っております。
　2022年4月23日㈯に、当クラブ55周

年行事を計画しており、今年度は会員増
強に努め、絆がある楽しいクラブとなっ
て、周年行事が挙行できるよう、誠意を
もって運営していきたいと考えておりま
す。
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会長　鈴木　安一
幹事　安齋　淳

例会日：水曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：二本松商工会議所

二本松RC 8月4日　ガバナー公式訪問

会長　阿部　佳文
幹事　菅野　守芳
例会日：木曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：二本松商工会議所

二本松あだたらRC 8月5日　ガバナー公式訪問

会長　坪井　大雄
幹事　金子　與志人
例会日：木曜日　
　　　　12：30～13：30
場　所：クーラクーリアンテ
　　　　サンパレス

福島RC 7月29日　ガバナー公式訪問

会長　藤野　圭史
幹事　野崎　正弘
例会日：木曜日　
　　　　18：30～19：30
場　所：クーラクーリアンテ
　　　　サンパレス

福島21RC

7月29日　ガバナー公式訪問

会長　今野　朗
幹事　桃井　三夫
例会日：水曜日　
　　　　12：30～13：00
場　所：ザ・セレクトン福島

福島中央RC
8月4日　ガバナー公式訪問

 二本松ロータリークラブ創立60周年に
当り、テーマを『新化と継承』とし今年
度事業を遂行致します。1936年郡山RC
創立、1951年福島RC創立、10年後が二
本松RC創立であり恰好の時の道標とな
ります。シカゴにて誕生し、東京RCの
国際ロータリークラブ承認の100年に当
たるのも不思議な一致です。創立60周
年を機に、本年度RIテーマ「奉仕しよう
　みんなの人生を豊かにするために」を
念頭に『新化と継承』への具体的事業と
致します。ロータリークラブの意義を広
く内外に知らしめ、例会こそがロータリ
ークラブの存在意義であり、相互の親睦

と会員増強への最優先事業の認識の下に、
五大奉仕部門の実践につなげていきます。
４月23日の創立60周年事業が二本松ロ
ータリークラブにとって最良の時の道標
となる年度にしたいと思います。

　このたび、2021-2022度二本松あだ
たらロータリークラブ会長を拝命するこ
とになりました。まだまだロータリーア
ンとしての見識や自覚が不十分ではあり
ますが会長の立場でロータリークラブ経
験値を高めていく決意でおります。
方針の一つに「共有する」としました。
ロータリーの理念や価値観またクラブ年
次計画の方針の共有です、会員一人一人
がクラブ全体の課題や目標の進捗状況を
知ることで、全員の課題や目標として捉
えることが出来ればと考えています。
そのためにも会員との意思疎通が重要で
あり、例会や研修会は重要な場でありま
す。
　会員増強につきましては40名会員の

目標達成と維持を会長の申し送り事項と
して継続しております、そのためにもよ
り良いクラブ運営が求められております、
各委員会が活発に活動できる環境作りを
してまいります。

＜会長クラブ運営方針＞
　PETSや地区研修・協議会等に参加す
るなかで、あらためてロータリーの定義
や基本理念を学ぶ機会に恵まれました。
　コロナ危機の現状において、ロータリ
ーの基礎を見つめ直してみると、平常時
はもちろんのこと現在のような先の見通
せない時代においてこそ、より必要な考
え方であり価値の高い活動であると再認
識したところです。
　「奉仕しよう　みんな人生を豊かにす
るために」のもと、ロータリーの根底に
流れる「思いやりのこころ」をもって、
コロナ危機の社会の中で「私達に出来る
こと　私達が目指すもの」を本年度一年
考えながら活動し、例会や事業を展開し

ていきたいと思います。
　また、創立70周年という節目の年度
を終え、二年後の「右近ガバナー年度」
に向けて、その準備をスタートする一年
にしたいと思います。

　この度、福島21ロータリークラブ21
代会長を仰せつかり、その責任の重さに
身の引き締まる思いです。当クラブは
20周年を迎え、人でいえば成人という
大事な時期を迎えました。今年度は今後
のクラブ運営の未来に向けて大切な年度
です。新型コロナウィルスの影響で通常
のクラブ運営が難しい場面も想定されま
すが次なるステージに向けてのクラブ運
営に努めたいと思っています。人と人と
の関わり方（距離感）の変化で人間関係
が希薄化されている現状ですが、人と人
のふれあいの大切さを協働活動により再
認識してもらいながら、今後の地域貢献
活動につなげる取り組みを進め、地域と
ロータリーが協働することで、ロータリ

ー活動に対して理解や認識を深めてもら
うことを目指したい思います。RI及び地
区活動目標に沿ってクラブ運営を進めて
参ります。

　志賀ガバナーには、この夏一番暑い
（全国2位の）39.4℃の日に公式訪問頂
きました。いろいろご助言頂き、記憶に
残る1日となりました。ありがとうござ
いました。福島中央RCも、この一年長
コロナ禍に活動を制限されましたが、例
会はリアルとオンライン併用で開催して
きました。今年度はワクチン頼みも有り
ますが、無理なく実例会に出席者しても
らえるようなクラブつくりをしていきた
いと思っています。そして新しい会員を
迎え、賑やかな例会と、コロナで外がダ
メなら「入りて学び、」の部分を頑張り

ます。例会は、祝日の無い毎週水曜日、
12時30分より13時30分まで、福島駅西
口前の「ホテルセレクトン福島」にて開
催しております。
　水曜のお昼に福島においでなら、ぜひ
メイキャップにおいでくださ。

地区事務所開設のお知らせ

9月1日より、下記の場所に「地区事務所」を開設いたします。
地区事務所では、主に青少年奉仕、ロータリー財団、米山記念奨学会、ロータリー・
リーダーシップ研修会（ＲＬＩ）の４部門の事務を担当いたします。

●国際ロータリー第2530地区 地区事務所
　　住所：〒963-8831　郡山市七ツ池町26-3
　　TEL：024－954－6755　FAX：024－954－6615
　　E -Ma i l：chikujimusyo@ri2530.com
　　事務局員：芳賀美宝子
　　勤務時間：9：30～17：30（月～金）

とき みちしるべ
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地区事務所では、主に青少年奉仕、ロータリー財団、米山記念奨学会、ロータリー・
リーダーシップ研修会（ＲＬＩ）の４部門の事務を担当いたします。

●国際ロータリー第2530地区 地区事務所
　　住所：〒963-8831　郡山市七ツ池町26-3
　　TEL：024－954－6755　FAX：024－954－6615
　　E -Ma i l：chikujimusyo@ri2530.com
　　事務局員：芳賀美宝子
　　勤務時間：9：30～17：30（月～金）

とき みちしるべ
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●中央分区　郡山西 RC

●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　総合建設業
●勤 務 先　平晋建設㈱　

髙橋　晋也
●中央分区　郡山東 RC

●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　専門学校
●勤 務 先　学校法人永和学園日本調理技術専門学校　

鹿野　正道
●中央分区　郡山南 RC

●中央分区　郡山南 RC ●中央分区　郡山北 RC ●県北第一分区　福島 RC

●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　不動産鑑定士・中小企業診断士
●勤 務 先　株式会社アプレックス　

石田　秀之 いしだ　ひでゆき

はたけやま りょうへい

おおつき　みえこ

しかの　まさみちたかはし　しんや

●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　内装工事
●勤 務 先　村上建材産業株式会社　　

村上　修一
●入 会 日　2021年 7月 5日
●職業分類　貯蓄銀行
●勤 務 先　㈱東邦銀行　郡山北支店　

齋藤　　康
●入 会 日　2021年 7月 8日
●職業分類　通信事業
●勤 務 先　NTT東日本福島支店　

畠山　良平さいとう　やすしむらかみ　しゅういち

●県北第一分区　福島 RC ●県北第一分区　福島 RC ●県北第一分区　福島 RC

●入 会 日　2021年 7月 15日
●職業分類　携帯電話事業
●勤 務 先　ドコモCS東北福島支店　

高田　博樹
●入 会 日　2021年 7月 29日
●職業分類　新聞発行
●勤 務 先　㈱福島民報社　

芳見　弘一
●入 会 日　2021年 7月 29日
●職業分類　病院
●勤 務 先　大槻スリープクリニック　

大槻美恵子よしみ　こういちたかだ　ひろき

わたなべ　まさる

●県北第一分区　福島南 RC ●県北第一分区　福島南 RC ●県北第一分区　福島南 RC

●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　ブライダル業
●勤 務 先　株式会社Ｗｉｔｈ Ｗｅｄｄｉｎｇ　　

川島　利文
●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　弁護士
●勤 務 先　半澤法律事務所　

半澤　一成
●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　不動産売買
●勤 務 先　株式会社マルフォート　

渡邊　　勝はんざわ　かずなりかわしま　としふみ

ささき　ゆきお

●県北第一分区　福島中央 RC ●県北第一分区　福島 21RC

●会津分区　喜多方 RC

●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　新聞発行業
●勤 務 先　福島民友新聞社

菊池　克彦
●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　サービス業
●勤 務 先　株式会社WFCマネジメント　

渡邉　邦彦

●入 会 日　2021年 7月 6日
●職業分類　電気供給
●勤 務 先　東北電力ネットワーク㈱喜多方電力センター　

佐々木幸雄

わたなべ　くにひこ

●会津分区　会津若松 RC

●入 会 日　2021年 7月 28日
●職業分類　電力供給
●勤 務 先　東北電力㈱会津若松支社

伊藤　　晃 いとう　あきらきくち　かつひこ

おおとり　としたけ

こばり　たかゆき

さいとう　けんた

さとう　まさひこ

●会津分区　田島 RC ●会津分区　田島 RC

●いわき分区　いわき平 RC

●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　電気供給
●勤 務 先　東北電力ネットワーク㈱田島電力センター　

高木　　晃
●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　普通銀行
●勤 務 先　東邦銀行　田島支店　

馬場　貴史

●入 会 日　2021年 7月 15日
●職業分類　信用金庫
●勤 務 先　ひまわり信用　本店営業部　

大鳥　俊威

ばば　たかしたかぎ　あきら

●いわき分区　いわき小名浜 RC ●いわき分区　いわき勿来 RC

●いわき分区　いわき平東 RC

●入 会 日　2021年 7月 13日
●職業分類　鉄道
●勤 務 先　福島臨海鉄道株式会社　

依田　　敦
●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　発電設備メンテナンス
●勤 務 先　東北発電工業㈱　

湯目　浩

●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　電力供給
●勤 務 先　東北電力ネットワーク㈱いわき電力センター　

小針　貴順

ゆのめ　ひろしよだ　あつし

●いわき分区　いわき平中央 RC ●いわき分区　いわき平中央 RC

●県北第二分区　飯坂 RC

●入 会 日　2021年 7月 9日
●職業分類　オーダースーツ販売
●勤 務 先　progress　line　

河辺　　剛
●入 会 日　2021年 7月 9日
●職業分類　司法、行政書士
●勤 務 先　城山法務事務所　

佐川　俊輔

●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　会計コンサルタント
●勤 務 先　株式会社　ケーエフエス　

齋藤　健太

さがわ　しゅんすけかわべ　たけし

●県北第二分区　飯坂 RC ●県北第二分区　福島北 RC

●県北第二分区　福島北 RC

●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　社会保険労務士
●勤 務 先　白岩社会保険労務士事務所　

白岩　裕和
●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　眼科医
●勤 務 先　堀切眼科　

堀切　紘子

●入 会 日　2021年 7月 27日
●職業分類　プロパンガス卸売業
●勤 務 先　山正酸素株式会社　

佐藤　雅彦

ほりきり　ひろこしらいわ　ひろかず

かのまた　わたる

●相双分区　南相馬 RC ●相双分区　富岡 RC

●相双分区　富岡 RC

●入 会 日　2021年 7月 5日
●職業分類　贈答品店
●勤 務 先　菊秀株式会社　

大場　裕朗
●入 会 日　2021年 7月 21日
●職業分類　司法書士
●勤 務 先　社労士事務所　Green　

秋本　浩志 

●入 会 日　2021年 7月 21日
●職業分類　建設業　ハウスクリーニング業
●勤 務 先　株式会社　ホームキャリア　

鹿股　　亘

あきもと　ひろし

●中央分区　郡山 RC

2021年 7月 28日　ご逝去
享年　80歳
ロータリー歴 41年

菊池　章治 きくち　しょうじ

おおば　ひろあき

※2020-21年度７月号（第13号）12ページ、郡山西RCの新会員紹介において、大日貴史様と大橋哲様の顔写真が逆になっていました。
　関係各所、ご本人様には心よりお詫び申し上げます。
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●中央分区　郡山西 RC

●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　総合建設業
●勤 務 先　平晋建設㈱　

髙橋　晋也
●中央分区　郡山東 RC

●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　専門学校
●勤 務 先　学校法人永和学園日本調理技術専門学校　

鹿野　正道
●中央分区　郡山南 RC

●中央分区　郡山南 RC ●中央分区　郡山北 RC ●県北第一分区　福島 RC

●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　不動産鑑定士・中小企業診断士
●勤 務 先　株式会社アプレックス　

石田　秀之 いしだ　ひでゆき

はたけやま りょうへい

おおつき　みえこ

しかの　まさみちたかはし　しんや

●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　内装工事
●勤 務 先　村上建材産業株式会社　　

村上　修一
●入 会 日　2021年 7月 5日
●職業分類　貯蓄銀行
●勤 務 先　㈱東邦銀行　郡山北支店　

齋藤　　康
●入 会 日　2021年 7月 8日
●職業分類　通信事業
●勤 務 先　NTT東日本福島支店　

畠山　良平さいとう　やすしむらかみ　しゅういち

●県北第一分区　福島 RC ●県北第一分区　福島 RC ●県北第一分区　福島 RC

●入 会 日　2021年 7月 15日
●職業分類　携帯電話事業
●勤 務 先　ドコモCS東北福島支店　

高田　博樹
●入 会 日　2021年 7月 29日
●職業分類　新聞発行
●勤 務 先　㈱福島民報社　

芳見　弘一
●入 会 日　2021年 7月 29日
●職業分類　病院
●勤 務 先　大槻スリープクリニック　

大槻美恵子よしみ　こういちたかだ　ひろき

わたなべ　まさる

●県北第一分区　福島南 RC ●県北第一分区　福島南 RC ●県北第一分区　福島南 RC

●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　ブライダル業
●勤 務 先　株式会社Ｗｉｔｈ Ｗｅｄｄｉｎｇ　　

川島　利文
●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　弁護士
●勤 務 先　半澤法律事務所　

半澤　一成
●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　不動産売買
●勤 務 先　株式会社マルフォート　

渡邊　　勝はんざわ　かずなりかわしま　としふみ

ささき　ゆきお

●県北第一分区　福島中央 RC ●県北第一分区　福島 21RC

●会津分区　喜多方 RC

●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　新聞発行業
●勤 務 先　福島民友新聞社

菊池　克彦
●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　サービス業
●勤 務 先　株式会社WFCマネジメント　

渡邉　邦彦

●入 会 日　2021年 7月 6日
●職業分類　電気供給
●勤 務 先　東北電力ネットワーク㈱喜多方電力センター　

佐々木幸雄

わたなべ　くにひこ

●会津分区　会津若松 RC

●入 会 日　2021年 7月 28日
●職業分類　電力供給
●勤 務 先　東北電力㈱会津若松支社

伊藤　　晃 いとう　あきらきくち　かつひこ

おおとり　としたけ

こばり　たかゆき

さいとう　けんた

さとう　まさひこ

●会津分区　田島 RC ●会津分区　田島 RC

●いわき分区　いわき平 RC

●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　電気供給
●勤 務 先　東北電力ネットワーク㈱田島電力センター　

高木　　晃
●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　普通銀行
●勤 務 先　東邦銀行　田島支店　

馬場　貴史

●入 会 日　2021年 7月 15日
●職業分類　信用金庫
●勤 務 先　ひまわり信用　本店営業部　

大鳥　俊威

ばば　たかしたかぎ　あきら

●いわき分区　いわき小名浜 RC ●いわき分区　いわき勿来 RC

●いわき分区　いわき平東 RC

●入 会 日　2021年 7月 13日
●職業分類　鉄道
●勤 務 先　福島臨海鉄道株式会社　

依田　　敦
●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　発電設備メンテナンス
●勤 務 先　東北発電工業㈱　

湯目　浩

●入 会 日　2021年 7月 7日
●職業分類　電力供給
●勤 務 先　東北電力ネットワーク㈱いわき電力センター　

小針　貴順

ゆのめ　ひろしよだ　あつし

●いわき分区　いわき平中央 RC ●いわき分区　いわき平中央 RC

●県北第二分区　飯坂 RC

●入 会 日　2021年 7月 9日
●職業分類　オーダースーツ販売
●勤 務 先　progress　line　

河辺　　剛
●入 会 日　2021年 7月 9日
●職業分類　司法、行政書士
●勤 務 先　城山法務事務所　

佐川　俊輔

●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　会計コンサルタント
●勤 務 先　株式会社　ケーエフエス　

齋藤　健太

さがわ　しゅんすけかわべ　たけし

●県北第二分区　飯坂 RC ●県北第二分区　福島北 RC

●県北第二分区　福島北 RC

●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　社会保険労務士
●勤 務 先　白岩社会保険労務士事務所　

白岩　裕和
●入 会 日　2021年 7月 1日
●職業分類　眼科医
●勤 務 先　堀切眼科　

堀切　紘子

●入 会 日　2021年 7月 27日
●職業分類　プロパンガス卸売業
●勤 務 先　山正酸素株式会社　

佐藤　雅彦

ほりきり　ひろこしらいわ　ひろかず

かのまた　わたる

●相双分区　南相馬 RC ●相双分区　富岡 RC

●相双分区　富岡 RC

●入 会 日　2021年 7月 5日
●職業分類　贈答品店
●勤 務 先　菊秀株式会社　

大場　裕朗
●入 会 日　2021年 7月 21日
●職業分類　司法書士
●勤 務 先　社労士事務所　Green　

秋本　浩志 

●入 会 日　2021年 7月 21日
●職業分類　建設業　ハウスクリーニング業
●勤 務 先　株式会社　ホームキャリア　

鹿股　　亘

あきもと　ひろし

●中央分区　郡山 RC

2021年 7月 28日　ご逝去
享年　80歳
ロータリー歴 41年

菊池　章治 きくち　しょうじ

おおば　ひろあき

※2020-21年度７月号（第13号）12ページ、郡山西RCの新会員紹介において、大日貴史様と大橋哲様の顔写真が逆になっていました。
　関係各所、ご本人様には心よりお詫び申し上げます。
　



公共イメージ IT 委員会からのお願い

記念講演

井領 明広 氏　
つづく株式会社　
代表取締役
早稲田大学商学部卒業。NTT Data intra-mart社にてワー
クフローシステムの営業に従事。後、クラウド会計ソフトを
扱うFreee株式会社にて導入支援、マーケティング、営業を
歴任。2017年、SaaS導入支援に特化したつづく株式会社
を創業。地方中小企業のデジタル化を支援する。

地区リーダー
研修セミナー

刀根 荘兵衛 氏
（敦賀ＲＣ）　
株式会社　塩荘 代表取締役社長
2016-17年度　第2650地区ガバナー
2017-20年　　米山記念奨学会　選考・学務委員
2018年~　　    RLI日本支部カリキュラム委員長
2018-20年　　翻訳委員会事務局
2018年～　　  RIJYEM理事

と　　ね　しょう　べ　え い りょう　あき　ひろ

2021年11月６日㈯
　　おもてなしうおしん（いわき市）

　　　11月７日㈰
　　　　　学校法人いわき秀英学園

国際ロータリー第2530地区 2021－22年度

地 区 大 会
「ロータリーの力と魔法」

《今月の表紙紹介》
撮影：いわき小名浜RC　椎名悦雄スマホのカメラでQRコードを読み取り「お気に入り」

登録や「いいね」をお願いします。

紹介HP新聞掲載用デザイン
（福島民報、福島民友新聞）

公共イメージ IT 委員会
Facebook ページ

行 事 案 内（９月）

小名浜港の夕日・アクアマリン・
ブリッジが点灯するタイミング
で、夕日が空・海をピンク一色に
飾り付ける。太陽が顔を沈ませ
てから30分～1時間の后に雲
がいろんな形で写し出した時に
すばらしい目に焼き付ける夕日
が空・海を飾りつけます。

●９月４日‥‥‥‥米山梅吉記念館Zoom研修会
●９月11日‥‥‥‥第一回職業奉仕委員会セミナー
●９月23日‥‥‥‥ＲＬＩ第４期パートⅠ
※９月25日に予定していた「社会・国際奉仕委員会セミナー」は延期になりました。
　　　


